
首都大学東京 機関リポジトリ

�

Title
大阪道頓堀の多言語景観 : 外国人に向けた民間表示

を中心に

Author(s) 磯野, 英治, 上仲, 淳

Citation 日本語研究, 34: 137-144

Issue Date 2014-06-30

URL http://hdl.handle.net/10748/7334

DOI

Rights

Type Departmental Bulletin Paper

Textversion publisher

http://www.tmu.ac.jp/



大阪道頓堀の多言語景観

一外国人に向けた民間表示を中心に－

磯野英治・上仲淳

1 はじめに

大阪は東京に次ぐ日本第二の都市であり、独立行政法人国際観光振興機構（2010)

によれば、大阪府を訪れる外国人観光客数（全国都道府県別第二位）、大阪市を訪れ

る外国人観光客数（都市・観光地別第四位）ともに例年全国トッフ。クラスである。ま

た、大阪府観光統計調査（2006）によると、大阪府を訪れた外国人観光客のうち、心

斎橋・難波・道頓堀・梅田・大阪馬則司辺など、いわゆる大阪のキタやミナミと呼ばれ

る繁華街への訪問客数は82.7%で最も多い。その中でも大阪市中央区にある道頓堀地

区は、大阪を代表する観光地として知られており、ショッピングや観光産業の盛んな

地域として特に人気が高い。それにも関らず、これまでに大阪の特に観光地の多言語

景観を扱った調査は行われていない（先行研究参照）。本研究では、このような外国

人観光客の多い都市の道頓堀地区に注目し、民間の店舗がどのように外国人観光客に

向けた言語的なサービスを行っているのかについて言語景観1を対象に調査を行い、

その特徴や多様性に迫る。

2.先行研究

これまでに日本国内では、方言の産業利用（中井 2011）や小笠原ことばの観光へ

の活用（ロング2012）といったその地域に特化した観点からの言語景観研究がある。

さらに調査地域を大阪に限定している研究は、大阪市大正地区の沖縄に関する言語表

示を調査した西尾（2011）や大阪府下の公的掲示物の方言使用を言語景観のローカル

化の観点から論じた高木（2011）がある。これらの研究はそれぞれの地域に根差した

ことばがどのように街中に表れているのか、或いは特色あるコミュニティからどのよ

うな社会的構図が見られるのかを言語景観を通じて分析した地域研究として示唆に

富むものである。また、海外において韓国のソウル特別市にある代表的な観光地で、あ

る明洞を中心に行った調査（磯野20112012）では、公共表示の韓国語・英語・日本

語・中国語といった多言語併記の共通性のほか、民間店舗の日本語及び諸外国語の表

示に一定の国や地域からの外国人観光客を対象とした多様な表示があることが分か

り、単なる言語サービスのみならず具体的な販促にもつながっていることが明らかに

なっている。本研究で大阪道頓堀地区の民間表示に注目するのは、日本屈指の観光と

1看板や掲示物、ちらしやポスター、ラベルやステッカーなど公共空間にあり自然に、或いは
受動的に目に入る書き言葉が言語景観と定義され、その対象は語葉や文に及ぶ（庄司 2009、

ロング 2010、磯野 2013）。
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調査報告

商業の街である当該地区において、公共表示よりもむしろ民間表示にその多様性や特

徴が顕著にみられるであろうとしづ予測、及びそのような多様性が外国人観光客の増

加に対応した民間企業の意識と努力によるところが大きし、からであるとし、う仮説が

前述の先行研究における民間表示の論考から導き出せるからである。このため本研究

は日本国内における「都市の観光地と外国人観光客」というように海外に向けた言語

景観に焦点をあて、大阪道頓堀地区の多言語化と国際化の実態を明らかにすることを

目的とし、公共表示にも言及しながら特に民間企業の意識や努力に迫りたい。

3.調査概要

調査は 2013年 12月に行った。道頓堀には御堂筋と堺筋を繋ぐ道頓堀通りという

一直線に東西へ伸びる約600メートルのメインストリートがあり、多くの店が軒を連

ね、道頓堀商店街を形成している。そして、この道頓堀通りの出入り口には御堂筋側

に「道頓堀 DOTONBORI」、堺筋側に「道頓堀 DOUTONBORISTREET」2とし、う

大きなアーチ型のゲートがそれぞれある。本研究ではこのゲートからゲートまでを調

査区域と定め、通りの両側にある店舗の民間表示を中心とした言語景観について調査

を行った。分析は特徴的な外国語の単独表記や多言語併記を中心とした言語景観を社

会的背景や個別の事情とともに考察し、 言語景観のみでは論考が十分にできないと判

断したものについては、その店舗の従業員に聞き取り調査を行い、実態を明らかにし

た。

4.分析と考察

まず、本論に先立って大阪道頓堀の公共表示は、写真 1「防犯カメラ作動中」のよ

うに日本語・英語・中国語・韓国語の四言語併記が数多く見られる。地域により左か

ら右、または上から下へ表記される順番が異なる場合もあるが、先行研究の指摘にも

あるように（井上 2000、Backhaus2007）基本的にはこの四言語が併記される場合

が多いだろう。しかしながら、本研究で考察する民間店舗の言語景観には、先行研究

で示されている以上の多言語景観や文字種の多様性、外国語の単独表記などの特徴が

明らかになっている。まず写真2は調査区域内にある生活安全センターにある鉄道会

社発行の観光案内である（高野山・ j]_O凶・ LEKOYAS必ト KOYAS必~） 。 このよ

うな形で外国人にも分かりやすい観光情報を提供することで、外国人旅行者の鉄道利

用を促し、販促を行っている。四言語併記のリーフレットの中にフランス語が含まれ

ているのは珍しいが、これはフランス語圏で発行されている『ミシュラン・グリーン

ガイド・ジャポン』で、 2009年に高野山が三ツ星を獲得した影響が大きい。そのた

め久保（2012）によるとフランス人観光客の増加に弾みがつき、 2009年には前年比

2 「DOUTONBORISTREET」は、実際にあるゲートの表記を忠実に再現している。また 「道

頓堀をアルフアベット表記にした場合、「Dotonbori・ Doutonbori ・ Dohtonbori ・ DotomboriJ 

といったように揺れがある点も付記する（写真 14参照）。
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大阪道頓堀の多言語景観

3割増の約 1万3000人が高野山を訪れたとしづ。リーフレットにフランス語版を加

えたのは高野山を訪れるフランス語を母語とする観光客の増加に対応したものであ

り、このような理由から生じた言語景観と考えることができる。

ハシ

ご自誌とb示~＆. J下さい
FREE 

写真 1：注意喚起の公共表示 写真2：鉄道会社発行の旅行案内

続いて本研究の核となる民間表示について、まず店舗の外観を見ていきたい。写真

3はラーメン屋の「WELCOME・欺迎・昔♀匁音叶斗・ょうこそ」、写真4は 「大阪み

やげとんぼり屋・ Osakasouvenir ・主人トヲトミヨ吾・大阪会己念品」とあり、店舗が目立

たせたい店名や店の種類、歓迎ムードを表す文言は基本的に四言語併記で、外国人観

光客の目に留まりやすいよう大きく書かれている。さらに、店舗の看板のみならず急

な階段があることを知らせる注意書き（写真5）や、該当店舗でおもちゃや装飾品と

して使用するたこやきを模した蝋でできたサンフ。ルを作ることができるというよう

な案内表示（写真 6）は特徴的である。なぜなら具体的に「何があるのか」「何がで

きるのか」についての詳しい説明書きも多言語で表記されていれば、外国人観光客の

観光が一層楽しいものとなるひとつの手段となり得るからである。

次に観点を変えて文字種に注目すると、 一口に漢字と言ってもいわゆる中国大陸で

広く使用されている簡体宇と台湾や香港で用いられている繁体宇の二種類がある。写

真7は簡体宇と繁体宇を併記している例で、 漢字圏から訪れる観光客の多様性に対し

ての店舗側の配慮が窺われる。さらに写真8では該当店舗の詳しい内容の書かれた案

内用パンフレットに簡体字版と繁体字版が用意されている。これらの例からは、多言
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写真 5：店舗表示の多様性①

人気 No.1商品

包フINo.1公吾

最受攻迎商品
最受敵迎商品

写真 7：文字種の多様性①

写真6 店舗表示の多様性②

写真8：文字種の多様性②

語サービスとしての「文字種」における店舗の配慮や工夫が垣間見える。

ここまでは主に日本語・英語・中国語・韓国語といった多言語併記や漢字の文字種

についてで、あったが、ここではそれ以外の外国語表記や言語の扱い方（発信の仕方）

について述べる。例えば土産物屋であるグリコ屋の店内に入ると、写真9のように日

本語を含め6ヶ国語（日本語・英語・中国語・韓国語・フランス語・タイ語）で歓迎

の挨拶が記されている。このプレートが今回の道頓堀調査で最も多い言語で書かれた

もので、タイ語が表記されている点も興味深い。日本政府観光局の発表によると、2013

年 7月に観光ビ、ザが免除になったタイ人の観光客数は前年同月比で 102.3%増加した

ということである（独立行政法人国際観光振興機構（2013））。通常はその増加を見込

んでの企業努力が早速かたちとなって表れた例と考えることが可能だが、写真9は多

言語併記としてやはりあまり見かけないフランス語を含んでいる問題も絡んでいる

ため、聞き取り調査を行った。その結果、具体的な話としてグリコ屋（フランチャイ

ズ展開）の店員の話によると、確かにピザが緩和された去年の夏頃からタイ人の観光

客が飛躍的に増加したが、店頭の歓迎の案内に関してはそれ以前から置いてあったと

し寸。またグリコは、タイに 1970年より現地法人「タイグリコ」を設置し東南アジ

アの拠点、となっており、タイの工場で現地生産された商品は、タイ国内のみで販売さ

れるだけでなく、シンガポール・インドネシア・マレーシア等の周辺市場へも輸出を

広げているとしづ。このためグリコとタイは 40余年の深い関係があり、店頭の歓迎

の案内においてもタイ語表記の文言が現れたのではないか、ということだ。これに関
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大阪道頓堀の多言語景観

してはグリコク、、ループホームページの中の「グローバル展開・タイグリコ」欄にも、

報告されている。同様の理由で、フランスにヨーロッパの生産拠点を置くグリコが、

写真9のようにフランス語表記を加えているのは納得がし、くところである。

次に写真 10、11、12を見ると個々の商品説明が語葉レベルを超え、文レベルでの

表記となっており、かっ単独表記となっている例で、既述の多言語併記とは一線を画

すものである。つまり、各々の外国人観光客に向けてその言語を理解できる者にのみ

内容を知らせることによって、顧客を差別化し訴求力を高めていると考えられる事例

である。具体的にみると、実に様々なかたちで販売促進が行われており、例えば写真

10ではその商品を購入すると粗品を贈呈するといった内容がハング、ルで、書かれてい

る。これはハング手ルが読める顧客で、なければその内容を理解することができないため、

そのような顧客にのみ向けられた案内であるといえる。また写真 11では、中国語に

よる単独表記で菓子の形状や独特な味をアピールする文言が見られた。さらに写真

12の英語表記には、その菓子が大阪でのみ販売されている商品であること、食べ始

めたら止められないというような美味しさを印象付ける文言が綴られている。ところ

が、これと同じ商品案内であるはずの中国語の説明は英語とは全く異なる内容で 「大

人気のキャラメルブロリンだ」と非常に単純であることから、単独表記の比較から同じ

商品で、あってもその紹介内容が異なることも注視するポイントとなるだろう。

これらについて前述の店舗と同じように店員に聞き取り調査をすると、意図的およ

び恋意的な理由があるとのことであった。意図的には、特定の固からの客に人気があ

ったり、質問の多い商品についてはその国の言語で表記し、さらには店舗側が特定の

国の客にこの商品を売りたいという意図もあるようだ。

一方、恋意的な理由としては、たまたまその案内表示が必要なときにネイティブの

スタッフ、或いは多言語対応ができる日本人スタッフに表示作成を依頼する形で次第

に増えていったとしづ経緯が関係している、ということで、あった。

まとめると写真 10、11、12からは、外国語の単独表記に関する事情として（1)

特定の固からの観光客に対する販売促進の意識、（2）人気がある、或いは問い合わせ

が多い商品について、口頭での対応となる前の情報提供、（3）多言語対応が可能なス

タッフの有効活用、を読み解くことができる。
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写真 12：表記内容の対照

以上では、レストランや食堂といった飲食店や土産物屋に関する観点を論じてきた。

飲食店や土産物の店舗は多言語社会の観点から言語景観研究を行う際に象徴的な分

析対象とこれまで、にもなってきたが、本調査では写真 13、14のような店舗にも多言

語併記と特徴的な点が観察できた。写真 13はゲーム機にも日本語・英語・中国語・

韓国語で説明書きがある例であり、このような例はゲームセンターのみならず自動販

売機など実に様々な機器に四言語併記が使用されていた。また写真 14の免税店の表

看板には四言語が併記されているが、日本語に注目すると 「海外使用商品を主に取り

扱っおります。」というように「取り扱っております」に誤用が見られ、文全体とし

てもやや不自然な表現であることがわかる。つまりこの免干加古は外国人観光客を顧客

とする外国人経営者が営業している免税店であり（入店時の店員は全員外国人で、あっ

た）、 一概に外国人観光客向けの店舗経営が日本人によるものだけではないと言える。

このような誤表記に関しては写真 14以外のサンフ。ルも今後さ らに収集し、その出現

理由について考察を深めていきたい。観光地域では飲食店や土産物屋に目が行きがち

であるが、ここではそれ以外の娯楽施設や日本語の誤用から推察できる店舗形態の多

様性について述べた。

写真 13：店舗の表看板① 写真 14：店舗の表看板②

。L
AUτ 



大阪道頓堀の多言語景観

5.まとめと今後の課題

本研究では、日本第二の都市である大阪の中で、とりわけ外国人観光客の多い道頓

堀を調査対象とし、民間の店舗が外国人観光客獲得のためにどのような多言語表示の

工夫をしているのかについて分析を行った。道頓堀の民間表示には日本語・英語 ・中

国語 ・韓国語といった基本的な四言語併記の多言語景観だ、けで、はなく、フランス語や

タイ語を加えた多言語景観が観察され、さらに外国語の単独表記も多く目にすること

ができた。また文字種に注目すると漢字はあえて簡体字と繁体宇を分けて併記する事

例も数多く見られた。これらは来日する外国人観光客に対しての単なる外国語として

のサービスのみならず、同じ漢字を用いながらも異なる文字種を使用する観光客の国

や地域にも配慮、が及んでおり、企業の工夫と努力が垣間見える事例であろう。一方で、

言語景観のデータ収集と聞き取り調査を併せて行うことにより、本研究では店舗の販

売促進に関する意識や実際の取り組み、接客 ・応対に関する方略、さらには多言語対

応可能なスタッフの有効活用をも明らかにすることができた。また、観光地における

飲食店や土産物屋以外の娯楽施設や日本語の誤用から推察できる店舗形態に注目す

ることによって、多言語化に関する多様な様相に気づくことも可能であることがわか

った。

外国人観光客の多い街に特化して調査を行い、民間企業の現状と努力の一端を明ら

かにした本研究は、日本の観光産業が今後どのようなかたちで外国人観光客と向き合

っていくのかという議論の一翼を担え得るだろう。今後は、読み手の印象というよう

な受信者の受け止め方を踏まえながら、都市の観光地の事例研究の積み重ねと比較研

究を行い、発展的には日本の対外国人観光客に関する大枠の指摘ができるような方向

性を目指すことを視野に入れていきたい。
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